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旧奈良家住宅の附属屋とその周辺

＊

池田憲和

はじめに

奈良家は、江戸から昭和にかけ、秋'11県で
（l）

も有数の豪農としてよく知られている。その

住まいとして使われた旧奈良家住宅1棟は、
（2］

東日本を代表する大規模な民家として早くか
（3）

ら注目され、昭和40年5月に国の重要文化財

（建造物）に指定された。これは、民家のご

く初期の指定として知られる．

さて、重要文化財Ill奈良家住宅のまわりに

は、附属屋等7棟のほか、庭や多くの樹木な

どが残り、今でも古い民家の雰囲気を伝えて

いる。平成5年5月、これらの建物と土地

いっさいが、所有者の奈良岩雄氏から秋田県

に寄贈された。

これをうけ、秋田県立博物館は建造物等の

保存の資料を得るため、平成5年10月6日

（水）など前後3回にわたり、緊急調査を

行った。ここに、その調査の概要を報告す

る。

1．屋敷地について

寄贈された屋敷地は、金足小泉字_|鳥前地内

の1(1筆約8,500㎡である｡|このうち、奈良
家本来の屋敷地は、字上前8番地の1筆のみ

約7,400㎡である。これを裏付けるように、
（・Iト

「羽後国南秋田郡小泉村之内四番字-上前

地引絵図面」には、字上前8番地に奈良家の
（5）

大きな宅地が図示されている。また、「金足

村小泉字上前土地台帳」によれば、その他

の9筆は明治29年以降に吸収合併した宅地と

判|ﾘ1する。
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次に、9筆の宅地を吸収合併した動機につ

いて考えてみよう。動機がほぼ推定できるの

は、字上前7番地、10番地及び127番地であ

る。

まず7番地である。ここは元来他家の屋敷

地であったが、明治29年奈良家が買収した。

その後、同38年に3つの枝番に分筆され、翌

39年には7番地の2は道路敷となり、7番地

の1は屋敷地として残った。

次に10番地である。ここも他家の屋敷地で

あったが、3筆に分筆され、10番地の1，1(1

番地の2，II)番地の3となった。このうち、

10番地の2，10番地の3の2筆は、明治3S年

に奈良家の所有となり、翌年10番地の2は道

路散となり、10番地の3だけが屋敷地として

残った。

最後に127番地である。ここは、元来道路

敷であったが、7番地の2，10番地の2を新

たに道路数としてつけかえ、7番地の1．10

番地の1と8番地の屋敷地を繋ぐため、明治

42年新たに127番地の地番を創出し、同44年

に奈良家に払い下げられたものである。

さて、7番地の1には、昭和62年まで旧|ﾘl

治天皇北野小休所があった。この建物は、｜ﾘI

治14年昭和町大久保字北野細谷通添の地に建

てられ、その後この地に移築された。移築の
（6）

時期は、｜ﾘl治41年以前と考えられる。明治29

年から同39年にかけて、7番地、10番地の土

地が分割され、所有椎が移転するのは、恐ら

くこの建物の移築とからんだ動きとみること

ができる。
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2．附属屋等の建造物について

重要文化財旧奈良住宅には、多くの附属屋

と移築建物がある。附属屋は、味噌蔵、座敷

蔵、南米蔵、北米蔵、文庫蔵、新住宅が各1

棟ずつ、合計6棟。移築建物は、旧明治天皇

北野小休所1棟である。

秋田県内には、重要文化財に指定された民
（7）

家が|日奈良家住宅を含めて6件ある。しか

し、奈良家ほど多くの附属屋をもつものはな

い。

ここで、各建物の概要を紹介しよう。

(1)味噌蔵1棟

味噌蔵は、｜ﾘl治7年（1874）5月1711に棟

上げされたもので、大工は笠岡郷の藤原和助
（8）

である。

建物は、土臓造、平家建、屋根は切妻造、

銅板葺で、南側正面に下屋がつく。本屋は、

桁行101,",]、深|川7間、約57.9㎡ほどあり、内

部は、南東隅に一室を設ける。建築当初、1

階平面は田の字型に四室に別れており、止屋

北側東西いつぱいに屋根裏部屋を設けてい

た。屋根の小屋組は、中間部で二重梁とする

和小屋の様式である。昭和57年から同58年に

かけ修理が行われ、屋根は瓦葺から銅板葺に

変わっている。

(2)座敷蔵1棟

座敷蔵は、明治23年(1890)6月114に棟

上げされたもので、大工は阿部久蔵、木挽は
【91

泉（谷）金治、石工は越後孫吉である。

建物は、土蔵造、二階建、屋根は切妻造、

銅板葺で、東側正面及び西側背面に下屋がつ

く。本屋は、桁行28間、梁間14間、約Sl.Orrf

ほどあり、内部は、1階手前に前室をおき、

奥に広い一室をとる。2階は、北側中|川部に

和室を設け、ここに床・棚をおき、竿縁天井

とする。屋根の小屋組は、中間部は二重梁の

和小屋の様式である。味噌蔵と|司様、II,'ｲ和57

年から|n|58年にかけ修理が行われ、屋根は瓦

葺から銅板葺に変わっている。

(3)南米ﾙiim

南米職は、｜ﾘl治26年（1893）6月1211に棟

上げされたもので、大工棟梁は阿部久蔵、石
（10）

工は越後孫吉、木挽は泉谷金治である。

建物は、士蔵造、平家建、屋根は切妻造、

鉄板葺で、東側正面に下屋がつく。本屋は、

桁行11問、梁|川7間、約63.6㎡ほどあり、内

部は、間仕切りのない広い一室で、tlHlと

なっている。屋根の小屋組は、中間部は、二

重梁のfⅡ小屋の様式である。昭和58年5月の

日本海中部地震で壁が破損した。

(4)北米蔵1棟

北米職は、｜ﾘI治41年（1908）10月Ill日に棟

上げされたもので、大工棟梁は阿部平蔵、石
（lll

工は越後孫吉、木挽は佐藤重蔵である。

建物は、土蔵造、平家建、屋根は切妻造、

鉄板葺で、東側正面に下屋がつく。本屋は、

桁行HSKil、梁間7間、約104.2㎡ほどあり、

内部は、間仕切りのない広い一室で、土間と

なっている。屋根の小屋組は、中間部は二重

梁の|冊lに方杖が入り、和洋折衷の様式とな

り、南米蔵より小屋組構造に発展がみられ

る。南米蔵とともに農協の米倉庫としても利

用された。昭和58年5月の日本海''1部地震で

壁が破損している。

(5)文庫戯1棟

文庫職は、別名洋館ともいい大正13年

（1924）10月30日に棟_上げされたもので、大
（12）

工棟梁は秋田市上亀丁の阿部貞治である。

建物は、木造、二階建、屋根は寄棟造、銅

板葺で、外壁を目地切り、擬石壁とする。桁

行8間、梁間51川、約39.7㎡ほどあり、総二

階である。内外観とも洋館の意匠で統一され

ている。屋根の小屋組は、梁を水平に井桁状

に組み、屋根は当初防水シートを張って|崖屋

根としていた。II召和60年代になって、雨漏り

を防ぐため、現在の寄棟造の屋根に改めた。

(6)新住宅1棟

新住宅は、lﾘl治28年（1895）1()月21日に棟

_上げされたもので、大工棟梁は阿部久蔵で
（13）

ある。

ワ
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建物は、木造、二階建、屋根は寄棟造、銅

板葺で、西側に木造、平家達、切妻造、銅板

葺の居住空間が増築されている。当初の部分

は、桁行17.4m，梁間は最大で8.5mあり、

増築部分は、桁行9.1m，梁間8.1mである。

当初建物の一階平面は、北側及び東側に廊下

をとり、東西に連続して8畳、10畳の座敷を

おく。上座敷は10畳間で、両座敷とも竿縁天

井である。両座敷の南側は切目縁となり、庭

園に臨む。玄関は、北廊下の中央やや東寄り

に北に突き出す。二階は、4畳の前室とこれ

に続く8畳の座敷となり、南・北・東の三方

に廊下をとる。天井は、前室が細竹の竿縁、

座敷が竿縁天井、廊下が化粧屋根裏天井であ

る。

新住宅は、もとは東側の重要文化財Ill奈良

家住宅と繋がっていた。昭和41年、重要文化

財の修理工事で切り離され、東端の二|浩建部

分が解体撤去された。

(7)旧明治天皇北野小休所1棟

Ill明治天皇北野小休所は、｜ﾘl治14年

(1881)に竣工したもので、当初はHZ-I和町大
（14）

久保字北野細谷通添地内に新築された。その

後、明治時代後半、この建築にかかわった奈

良家の屋敷地である、秋旧市金足小泉字｣前

7番地の1に移築され、昭和61年（1986）同

家屋敷地内の字上前8番地の現在地に再度移

築された。

建物は、木造、平家建、屋根は寄棟造、銅

j板葺で、北側一部が入母屋造の二重屋根と

なっている。桁行61%1、梁間4間、約53.9㎡

ほどあり、外観は住宅建築に社寺建築の要素

を取り入れ、内部は南北に6畳、4畳半の二

つの座敷をとり、北側4畳半の座敷は一段高

い上段になる。天井は、それぞれ竿縁天井、

格天井となり、座敷まわりは、板縁とI:縁が

めぐる。

3．庭園と樹木について

広い奈良家の屋敷地には、新住宅と亜嬰文

Ill奈良家住宅の附属屋とその周辺

化財旧住宅の南側に．それぞれ一つずつ庭が

ある。これらの庭には、多くの庭木が植栽さ

れ、庭石や築山、池などが配置されている。

また、座敷まわりには多くの樹木が茂り、庭

木とあいまって、独特な自然的景観をつくり

だしている。

（1）庭園について

奈良家の庭は、二つとも廻遊式の庭園であ

る。旧住宅の庭は、作庭年代が江戸時代まで

遡る古いもので、築山と池をもたない。一

方、新住宅の庭は、作庭年代が明治時代以降

の新しい庭と考えられ、高い築山と深い池を

もっている。

庭園内におかれた庭石は、大小あり、石材

も男鹿石から御影石まで、さまざまである。

今後、石材を調査することで、その産地を特

定することが可能である。

新住宅の庭石の一つに刻銘がある。「築庭

師藤原金職」と読める。この庭の作庭にか

かわった築庭師の名前と思われる。庭園内に

はこのほか多くの石塔類があるが、刻銘は見

あたらない。

庭石にはまた多くの樹木がある。樹木の年

輪を調査することにより、新旧両庭園の作庭

年代をより正しくおさえることが可能となろ

う。

（2）樹木について

奈良家の樹木については､（社)秋田県林業
（15）

コンサルタント五十嵐清治氏の略調査があ

る。それによれば、樹種は約37種、内訳は高

木12種、中木10種、低木13種、潅木1種、つ

る植物1稲となっている。

高木は、アカマツ、イヌエンジュ、ウリハ

ダカエデ、カキ、クリ、ケヤキ、コウヤマ

キ、ネムノキ、ヒノキ、ホオノキ、ヤチタ

モ、クロマツ。中木は、イトヒバ、ウメモド

キ、カイズカイブキ、キササゲ、キタコブ

シ、コナラ、サクラ、サルスベリ、シダレヤ

ナギ、ヤマウルキ。低木は、アジサイ、アオ

キ，フイリアオキ、イヌツゲ、クジャクヒ

、

－｡一
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（、クロモジ、サカキ、サラサドウダンツツ

ジ、ツバキ、ニシキギ、ヒイラギ、マサキ、

マユミ。潅木は、キイチゴ。つる植物は、フ

ジ。と調査されている。

このうち、3地区の3樹穂、5本の樹木に

ついて樹齢を調査している。それによれば、

旧住宅の東正面にあるシダレヤナギは125年、

新庭園の池西側のスギ、クロマツはそれぞれ

153年・’64年、南米蔵の南側にあるスギ・ク

ロマツはそれぞれ216年241年と推定してい

る。

なお、旧庭園にあるコウヤマキやヒノキ、

新庭園築山上に植栽されたクロマツなどは、

造園年代を物語る樹木として今後注意してお

く必要がある。

4．地下遺構について

近世以来の奈良家の屋敷地には、建物跡な

どの地下遺構がある。このうち、建物の礎石

や基礎まわりを残しているものがある。一つ

は、南米蔵の真南の土蔵跡1棟の礎石及び基

礎まわりである。もう一つは、新住宅と重要

文化財の間の住宅跡で、礎石や基礎まわりが

やはり残っている。

このほか、味噌蔵の東側に作業小屋、座敷

蔵の北側に物置小屋、新住宅の西側増築部分

に土蔵、現在旧明治天皇北野小休所に土蔵
（16）

（米蔵）があったことがわかる。
〔17）

以上の建物は、奈良家伝来の古図や秋田県
（18】

立博物館所蔵の新図で一部確認可能である

が、現在古図は失われ、新図は作成年代の特

定ができない。

しかし、少なくとも近代の最も建物がそ

ろった時代には、上記6棟の住宅や倉庫が存

在し、現存の6棟の附属屋及び重文1棟と合

わせて13棟の建物が、字上前8番地の奈良家

屋敷地にあったことになる。

古図や新図、古写真や聞き取りなどをもと

に発掘調査が行われれば、これらの建物の正

確な配置や規模が判明し、さらに宅地造成の

様子やその造成年代なども解明されるものと

思われる。

むすびにかえて

旧奈良家住宅は、近世以来の由緒ある屋敷

地を保持し、近代以降の屋敷地拡大の様子も

よくわかる。屋敷林や庭園は古い歴史を誇

り、男潟水辺や金足田園地帯のなかで、独特

の景観をつくりあげ、古い民家の雰囲気を醸

しだしている。6棟にのぼる附属屋は、建築

年代などがわかり、重文旧住宅とあわせ、秋

田県最大規模の農家建築群であり、秋田県の

歴史や文化を考える上で、重要な遺産であ

る。また、旧明治天皇北野小休所は、ゆれ動

いた文化財保護の歴史を考える上で意味深い

遺跡である。

ところで、文化財保護法第2条第1項のな

かに「1建造物、絵画……その他の有形の

文化的所産で我が国にとって歴史上又は芸術

上価値の高いもの（これらのものと一体をな

してその価値を形成している土地その他の物

件を含む｡）……」を有形文化財（重要文化

財）ととらえ、民家建築をその屋敷地など

（附属屋等も含む）をも含めて保護していく

ことが証われている。平成5年秋田市の嵯

峨家住宅、羽後町の鈴木家住宅の両屋敷地と

附属屋が重文の追加指定を受けたことは、こ

の文化財保護の新しい流れを物語るものであ

ろう。

旧奈良家住宅は、近世以来の屋敷地と多く

の附属屋をもっている。それは、嵯峨家、鈴

木家をはるかに凌ぎ壮観である。このたび、

奈良岩雄氏のご好意により、一括して寄贈さ

れた意義は大きく、今後地下遺構をも含め、

調査保存し整備活用していくことは、秋田県

立博物館の魅力を大いに高めることになるだ

ろう。

－4－
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（注）

(1)長谷部哲郎「創立および沿革」（秋Ill県教育委員

会『重要文化財奈良家住宅修理工事報告書』昭和

46年）

(2)永川強「建造物」（学習研究社『在県秋田の美

術と文化」第2冊昭和57年）

(3)ブルーノ・タウト『日本美の再発兇』昭和11年

(4)秋田県立博物館所蔵

(5)秋田市金足地域センター所蔵

(6)『東宮行啓記念写真帖』明治41年

(7)旧奈良家住宅（秋田市)、嵯峨家住宅（秋田市)、

大山家住宅（八竜町)、土田家住宅（矢島町)、草

弾家住宅（田沢湖町)、鈴木家住宅（羽後町）

(8)～1131棟札による

IM1『明治1-1年9月御巡幸御用掛小弓務飾」による

,15i五十嵐清治氏「奈良宅敷地内の樹木類・同宅代

表樹木の形態及び樹齢」（平成6年度博物館教室第

9回「奈良家の歴史を探ろう」配布資料）

116奈良岩雄氏の談話による

(17)『重要文化財奈良家住宅修理工事報告書」>;頁

所載（江戸未か明治初年頃）

B8「秋Ill市金足小泉字上前八番地奈良家平面図」

（昭和40年代後半と推定）

字上前8番地等地形図兼建物図面

雛
跨
、刑 図(綾僻雨

i工 氾烹:[羽 罵鹸”
（移築前）(後･解体）､

新

|日明；
ノ

F＝■ 画I
(一部移 後）I

|日明治天皇北野

、小休所

Y移築前）
、ロ

秋田市金足小泉字上前8番地奈良家平面図

一員一
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〆

奈良家遠景（東から）奈良家遠景(中央の屋敷林）（南から）

奈良家遠景（北から） 奈良家遠景（西から）

綱 職
、

血少I#齢
I膨〆

傭 ｌ
凱
踊

眺
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恥
．
‐
．
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１
‐
Ｐ
０
“
ｌ
Ⅳ
。
＄
草

Ｉ
，
‐
Ｊ
，

ﾐ〃1..,~.'‘
四一一I＝一一一･炉

一

可衰え我互
：

｢字上前地引絵図」（中央が八番）（部分）新住宅(左）・座敷蔵(右)と通路(東から）

字上前7番地’（南から） 字上前46．47．48番地（南から）
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旧奈良家住宅の附属家とその周辺

義1
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I幻

鞭 更罰
三塁皇基溌1蝋要、

一

一
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ｏ
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『
一熱 百一一m

うき2世

… 自棄

同左背面（北側）味噌蔵（西側）

’
|諏町

同上小屋組（中間部）同上小屋組（東妻部）

gL13I1EI

iii

|||||リ

'1
Ｆ
に
匡
二
匡

INll同
上
棟
札
（
表
）

同
上
棟
札
（
表
）

同
上
棟
札
（
裏
）

同
上
棟
札
（
裏
）

！』||’
Ⅱ

I

||齢
,署趣…

Iﾖ

bI

同左蔵前（東側）座敷蔵外観（東側）

〔
ノ
ー
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同左小屋組（中間部）

座敷蔵小屋組（西妻部）

同上棟札（裏）同上棟札（裏）

同上棟札（表）

同左背面（西側）

南米蔵外観（南側）

同
上
棟
札
（
裏
）同上棟札（表）同上小屋組（中間部）

－8－
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旧奈良家住宅の附属屋とその周辺

LL←

零
15』！

…
』q

屋冥唇芦孟霊

謹蕊議嘉
同左背面（西側）北米蔵外観（東側）

同上小屋組（中間部） 同上棟札（表）
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ｌ
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、
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堂

諺
§
§
託

毎
千
歩
月
椿

同
左
棟
札
（
裏
）

同
上
棟
札
（
裏
）

文庫蔵外観（北西側）

同左外観（東南側）新住宅外観（北側）
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･雪邑t顕二戸茜

＝ 一=一

新住宅｜階座敷 同左2階座敷

’

鼻筆 同
左
棟
札
（
裏
）

同
上
棟
札
（
表
）

|日明治天皇北野小休所（北東側）

を‘:|ﾘル Sf､

鴎 鍔
麓蕊

鶴；… 爵

蕊護 鰯?盤霊蕊
築庭

|日明治天皇北野小休所｜日国指定史跡説明板・標柱
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露
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鶴
､~全一厚弱

厩，

灘
,1

陸

原.曜：

典一

池と築庭 刻銘をもつ庭石
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